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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、H/ACA snoRNP（小型核小体リボ核タンパク質）遺伝子ファミリーのメンバーです。snoRNPはrRNAのプロセシングと修飾のさまざまな側面に関与しており、C/DファミリーとH/ACAファミリーの2つのファミリーに分類されています。H/ACA snoRNPには、DKC1、NOLA2、およびNOLA3タンパク質も含まれます。これら4つのH/ACA snoRNPタンパク質は、核小体の高密度線維成分と核内のコイル（カハール）小体に局在します。4つのタンパク質のいずれかが枯渇すると、18S rRNAの生成とrRNAの擬似ウリジル化の両方が損なわれます。これら4つのH/ACA snoRNPタンパク質は、テロメラーゼ複合体の構成要素でもあります。この遺伝子がコードするタンパク質には、グリシンおよびアルギニンに富む2つのドメインが含まれており、Saccharomyces cerevisiae Gar1pに関連しています。この遺伝子には2つのスプライスバリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：SMN1との相互作用にはRGGボックス領域の少なくとも1つが必要です。,機能：リボソームの生合成とテロメアの維持に必須。H/ACA小型核小体リボ核タンパク質（H/ACA snoRNP）複合体の一部であり、rRNAの擬似ウリジン化を触媒します。この反応ではウリジンの異性化が起こり、リボースは通常のN1ではなくC5に付加されます。各rRNAは最大100個の擬似ウリジン（「psi」）残基を含むことができ、rRNAの構造を安定化させる役割を果たしていると考えられます。テロメラーゼ逆転写酵素（TERT）ホロ酵素のRNA成分であるTERCの正しいプロセシングや核内輸送にも必要となる可能性がある。,類似性：GAR1ファミリーに属する。,細胞内局在：カハール体（コイル体）にも局在する。,サブユニット：H/ACA小型核小体リボ核タンパク質（H/ACA snoRNP）複合体の一部であり、NHP2/NOLA2、GAR1/NOLA1、NOP10/NOLA3、および触媒サブユニットであると推定されるDKC1/NOLA4を含む。この複合体は、1つまたは2つのNOP10-DKC1ヘテロダイマーがNHP2に結合して形成される安定したコアを含み、その後、GAR1がDKC1を介してこのコアに結合する。この複合体は、ボックスH/ACAの低分子核小体RNA（snoRNA）に結合し、RNA基質内の特定の修飾部位を標的とする可能性があります。また、この複合体は、ボックスH/ACA snoRNAに関連する3'末端ドメインを含むTERCとも相互作用します。snoRNAまたはTERCとの特異的な相互作用は、GAR1およびNHP2によって媒介されます。NOLC1/NOPP140と会合します。H/ACA snoRNPは、SMN1またはSMN2、SIP1/GEMIN2、DDX20/GEMIN3、およびGEMIN4からなるSMN複合体と相互作用します。これは、GAR1とSMN1またはSMN2との相互作用によって媒介されます。SMN複合体は、H/ACA snoRNP複合体の正しい組み立てに必要である可能性があります。テロメラーゼホロ酵素複合体の構成要素であり、少なくともTERT、DKC1、WDR79/TCAB1、NOP10、NHP2、GAR1、TEP1、EST1A、POT1およびテロメラーゼRNAテンプレート構成要素（TERC）から構成される。
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	HCT116細胞溶解液のウェスタンブロット分析、GAR1ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

